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第 12 回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

開催年月日  平成28年１月26日（木曜日） 開会 13時 29分 閉会 14時28分 

開 催 場 所  第一委員会室 

出 席 委 員  
小野、井上、三上、山本、荒木、東元 事 
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 菊井事務局長 

 議長、副議長  竹谷次長 

欠 席 委 員    平川係長 

説 明 員  別紙のとおり 議 件 別紙のとおり 
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１ 所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、全て報告済みとした。 

（１）財政健全化計画に伴う平成28年度事業見直しについて 

（２）住宅改修支援事業の見直しについて 

（３）住み替え支援事業の見直しについて 

（４）市営住宅維持管理の指定管理化について 

（５）営農振興室業務体制の見直しについて 

（６）街なか地域文化交流広場事業（くるる）補助金の見直しについて 

（７）「ジョイ滝川栄町店」閉店に係る経過報告について 

（８）産業創出促進助成金（２次募集）の審査結果について 

２ その他について 

  なし 

３ 次回委員会の日程について 

正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  小 野 保 之  ○印 
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 平成28年１月22日 3 

 4 

 5 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 6 

 7 

                             滝川市長     前 田 康 吉 8 

 9 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 10 

 11 

 平成28年１月14日付け滝議第175号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次 12 

の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 13 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 14 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 15 

 16 

記 17 

 18 

 滝川市長の委任を受けた者 19 

 20 

総務部長   中 島 純 一 21 

総務部次長   高 橋 一 美 22 

総務部財政課長   堀   勝 一 23 

総務部財政課主幹   堀之内 孝 則 24 

総務部財政課係長   万 年 英 人 25 

産業振興部長   中 川 啓 一 26 

産業振興部次長   長 瀬 文 敬 27 

産業振興部産業振興課長補佐  諏 佐   孝 28 

産業振興部産業振興課係長  壽 崎 美 穂 29 

産業振興部商業観光課主幹  日 口 裕 二 30 

産業振興部商業観光課長補佐  運 上 琢 諭 31 

産業振興部商業観光課係長  後 呂 典 輝 32 

産業振興部商業観光課係長  今   安紀子 33 

産業振興部駅周辺整備課長  加 地 幸 治 34 

産業振興部駅周辺整備課長補佐  丸 藤 斉 士 35 

産業振興部駅周辺整備課係長  林   裕 樹 36 

産業振興部農政課長  高 橋 雅 志 37 

産業振興部農政課主幹  和 田 英 昭 38 

産業振興部農政課営農振興室長  新 井 敏 幸 39 

建設部長   大 平 正 一 40 

建設部次長   高 瀬 慎二郎 41 

建設部都市計画課長  千 葉   豊 42 

 43 

  44 



 

 45 

建設部建築住宅課主幹  伊 藤 和 博 46 

建設部建築住宅課長補佐  三 吉 修 司 47 

建設部建築住宅課係長  秋 山 恭 範 48 

建設部建築住宅課主査  横 田 和 典 49 

建設部建築住宅課係長  鎌 塚   誠 50 

建設部建築住宅課主査  佐 藤 彰 真 51 

 52 

 53 

 54 

                                  （総務部総務課総務係） 55 



 

 

第12回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 56 

 日 時 平成28年１月26日（火） 57 

午後１時30分 58 

   場 所 第一委員会室        59 

 60 

○ 開   会 61 

 62 

 63 

○ 委員長挨拶（委員動静） 64 

 65 

 66 

１ 所管からの報告事項について 67 

《総務部》 68 

（１）財政健全化計画に伴う平成28年度事業見直しについて    （資料）財 政 課 69 

 70 

《建設部》 71 

（２）住宅改修支援事業の見直しについて            （資料）建築住宅課 72 

（３）住み替え支援事業の見直しについて            （資料）建築住宅課 73 
（４）市営住宅維持管理の指定管理化について          （資料）建築住宅課 74 

 75 

《産業振興部》 76 

（５）営農振興室業務体制の見直しについて          （資料）農 政 課 77 
（６）街なか地域文化交流広場事業（くるる）補助金の見直しに （資料）駅周辺整備課 78 

   ついて 79 

（７）「ジョイ滝川栄町店」閉店に係る経過報告について     （資料）駅周辺整備課 80 

（８）産業創出促進助成金（２次募集）の審査結果について   （資料）産業振興課 81 

 82 

 83 

 84 

２ その他について 85 

 86 

 87 

３ 次回委員会の日程について 88 

 89 

 90 

○ 閉  会 91 
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第12回 経済建設常任委員会 92 

H28.1.26 (木)13：30～ 93 

第 一 委 員 会 室 94 

開  会 １３：２９ 95 

委 員 長 ただいまから第12回経済建設常任委員会を開会いたします。 96 

 委員動静報告 97 

委 員 長 委員動静ですが、委員は全員出席。正副議長に出席いただいております。傍聴 98 

として舘内議員、清水議員、安樂議員、本間議員、木下議員が出席。道新と北 99 

海道建設新聞社の傍聴を許可しております。 100 

         １ 所管からの報告事項について 101 

委 員 長     それでは、本日の委員会は財政健全化計画に伴う平成28年度の事業見直しの方 102 

向性がおおむね固まったため、最初に財政課から見直しの全容についての説明 103 

がありますが、ここでの質疑につきましては、本委員会が所管する事業につい 104 

てのみといたします。その後、各所管から出ている報告事項、（２）から（６） 105 

についてそれぞれ説明いただき、質疑、答弁をいただきます。あくまでも各事 106 

業の見直しについては、予算審査特別委員会の中で審査していただくことにな 107 

りますので、本日は見直しの内容、考え方などについて質疑していただきたい 108 

と思います。 109 

 それでは、１、所管からの報告事項について、（１）、財政健全化計画に伴う平 110 

成28年度事業見直しについての説明を求めます。 111 

 （１）財政健全化計画に伴う平成28年度事業見直しについて 112 

堀 課 長 それでは、若干の経過を含めて説明させていただきます。 113 

         滝川市の財政状況は、社会保障費の増加に加え、消費税率の改定、労務単価の 114 

上昇、電気料金の値上げなどから急速に逼迫度を増しており、平成26年度決算 115 

におきましては、多額の基金繰り入れを余儀なくされたところでございます。 116 

このような状況から、将来にわたり持続可能な市政運営を行っていくためには、 117 

身の丈に合った歳出となるよう財政健全化に取り組むことが必要であり、各常 118 

任委員会で素案を説明させていただきましたが、昨年12月に財政健全化計画を 119 

策定したところでございます。本計画は、事務事業の見直し、組織人件費の見 120 

直し、歳入の確保対策を柱といたしまして、平成31年度までに５億円の収支改 121 

善を図ることを目標としているものでございます。事務事業の見直しにつきま 122 

しては、１億2,000万円の縮減を目標としており、法定義務でなく、自治体に実 123 

施の裁量がある事業を見直し対象として進めてきているところでございます。 124 

現在、この計画に基づきまして、新年度予算案の編成作業を進めているところ 125 

でございますが、現時点におきまして新年度より見直しを予定している事業及 126 

びその見直し見込み額について、説明させていただきたいと思います。 127 

         （別紙資料に基づき説明する。） 128 

委 員 長 説明が終りました。 129 

 先ほど申し上げましたように、質疑につきましては、本委員会が所管する事業 130 

についてのみの質疑とさせていただきます。 131 

         質疑ございますか。 132 

（なしの声あり） 133 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 134 

 所管の入れかえがありますので、暫時休憩します。 135 
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休  憩 １３：４０ 136 

再  開 １３：４１ 137 

委 員 長 それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 138 

 （２）、住宅改修支援事業の見直しについての説明を求めます。 139 

 （２）住宅改修支援事業の見直しについて 140 

秋山係長 （別紙資料に基づき説明する。） 141 

委 員 長 説明が終わりました。 142 

 質疑ございますか。 143 

（なしの声あり） 144 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 145 

 次に（３）、住み替え支援事業の見直しについての説明を求めます。 146 

 （３）住み替え支援事業の見直しについて 147 

秋山係長 （別紙資料に基づき説明する。） 148 

委 員 長 説明が終わりました。 149 

 質疑ございますか。 150 

（なしの声あり） 151 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 152 

続きまして、（４）、市営住宅維持管理の指定管理化についての説明を求めます。 153 

 （４）市営住宅維持管理の指定管理化について 154 

鎌塚係長 （別紙資料に基づき説明する。） 155 

委 員 長 説明が終わりました。 156 

 質疑ございますか。 157 

荒  木 今、ご説明いただいたように、道営住宅は７割が指定管理、５自治体が道以外 158 

の指定管理を導入しているということで、持っている情報で構わないのですけ 159 

れども、実際に何か指定管理者制度にするとデメリットというか、何か問題が 160 

起きている事例はあるのですか。 161 

鎌塚係長 デメリットということでの想定は考えておりません。あくまでも入居者目線で、 162 

さらによりよいサービスを向上させるためには、民間のノウハウですとか、そ 163 

ういう豊富な経験、知識を生かして、さらにサービスの向上を広げていきたい 164 

というメリットを中心に考えております。また、ほかのデメリットの情報、他 165 

市も含めまして、そういった情報も聞いておりませんので、やはり幅広く自治 166 

体だけが管理するのではなくて、より入居者と近い距離でサービスを提供でき 167 

る環境が、メリットとして聞いているというのが現状として把握している状況 168 

でございます。 169 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 170 

（なしの声あり） 171 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 172 

 所管の入れかえありますので、暫時休憩します。 173 

休  憩 １４：００ 174 

再  開 １４：０３ 175 

委 員 長 それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 176 

 （５）、営農振興室業務体制の見直しについての説明を求めます。 177 

 （５）営農振興室業務体制の見直しについて 178 

和田主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 179 
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委 員 長 説明が終わりました。 180 

 質疑ございますか。 181 

荒  木 根本的なことをお伺いしたいのですけれども、営農振興室業務体制の見直しと 182 

いうのは、財政健全化と何か関係あるのですか。 183 

和田主幹     事業見直しについて、先ほど財政課から説明あったかと思いますが、全体の説 184 

明の中で表面には記載されていないのですけれども、（ア）の観光、産業分野、 185 

国際化分野の見直しの中の⑩、その他の中で、実は金額的にそれほど大きな額 186 

ではないということで記載は省略されているのですが、この中に含まれている 187 

ところです。 188 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 189 

（なしの声あり） 190 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 191 

         次に、（６）、街なか地域文化交流広場事業（くるる）の補助金見直しについ 192 

ての説明を求めます。 193 

 （６）街なか地域文化交流広場事業（くるる）補助金の見直しについて 194 

林 係 長 説明に先立ちまして、資料の訂正をお願いいたします。 195 

         資料中、３、その他になりますが、12月22日、退去届提出とありますが、ここ 196 

で賃貸人、空知文化工房から、賃借人、たきかわスマイルビル株式会社となっ 197 

ておりますが、賃貸人と賃借人の表示が逆になっておりまして、正しくは賃借 198 

人、空知文化工房から賃貸人、たきかわスマイルビル株式会社へということで 199 

提出されておりますので、訂正をお願いいたします。 200 

         （別紙資料に基づき説明する。） 201 

委 員 長 説明が終わりました。 202 

 質疑ございますか。 203 

（なしの声あり） 204 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 205 

次、（７）、「ジョイ滝川栄町店」閉店に係る経過報告についての説明を求め 206 

ます。 207 

 （７）「ジョイ滝川栄町店」閉店に係る経過報告について 208 

丸藤課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 209 

委 員 長 説明が終わりました。 210 

 質疑ございますか。 211 

副委員長 マックスバリュ北海道へ要請に行ってきたようだけれども、その回答はいつま 212 

で来るのか。 213 

丸藤課長補佐 いつまでにという回答は来ていないのですが、早急に回答していただきたいと 214 

いうことで、お願いをしているところでございます。 215 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 216 

荒  木 マックスバリュ北海道は、どこの地域でも抱える買い物難民というか、買い物 217 

弱者というものに、企業として何らかの対策、協力はしたいという気持ちがあ 218 

るのですか。民間企業ですから、当然そういうことだけを念頭にはできないと 219 

思うのですけれども、そういうことに一生懸命なのか、そうではないのかとい 220 

うものは感覚的にわかりますか。 221 

加地課長 感覚的にということで、お話がありましたけれども、私も12月末と先日１月21 222 

日に札幌に出向いて、担当の部長ともお話をしてまいりました。身近に感じて 223 
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いた50メーターのところにスーパーがある方と、マックスバリュ北海道にして 224 

みると、滝川本町店は約600メーターから700メーターぐらい今の場所から離れ 225 

ているということから、ある程度営業している感覚の中では、代替措置はとれ 226 

ているという感覚をお持ちなのではないかなと認識しています。しかしながら、 227 

そういった地域の声、私どもからも要請いたしました。市民団体の方からも要 228 

請があるようです。そういったことからすると、地元の声としては非常に困っ 229 

ているということの認識は持っているようでありますけれども、いかんせん、 230 

滝川の市内の状況からしますとオーバーフローということで、供給過多の状態 231 

にあると。やはり経営側からすると、収支勘定が整わないという中では、営業 232 

継続はなかなか厳しいと、なおかつ設備投資においても、今回45年もたった建 233 

物において新たに冷蔵設備だとか、建物の補修をしていったときに、その分を 234 

回収できるか否かという判断においては、気持ちはわかるけれども、そこまで 235 

はなかなか面倒を見ることができないという苦しい内情は、うかがえたかなと 236 

思っております。しかしながら、引き続き市内には、まだマックスバリュ北海 237 

道の関係の４店舗がございますので、その店舗においては、引き続き市内の居 238 

住の方、市外の方々を含めてご愛顧いただきたいという気持ちでありますとい 239 

うご意見はいただいておりますので、確かに買い物弱者に対しての感覚という 240 

点では、明確にこんな感じですということの答えにはなってはいないかもしれ 241 

ませんけれども、対応した感覚としては、以上申し上げたとおりでございます。 242 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 243 

三  上 申し入れを３点したということで、相手はやはり民間企業ですから、申し入れ 244 

があったが、申し入れに対しどのような準備があるのかということは、きっと 245 

気になるところだと思います。３点の申し入れをつくる段階で、そのような準 246 

備はされていたのでしょうか。 247 

加地課長 今、三上委員から、きっとその申し入れに準備しているものというのは、財源 248 

的措置の部分とか、そういった受け皿の部分に対して民間企業に対しての支援 249 

があるのかどうかという部分もあるかとは思いますが、基本的にはそういった 250 

部分というのは、これからの話し合いの部分になってくることでもありますし、 251 

行政側が一方的に支援するといっても、当然予算が絡んでくることに対しては、 252 

議会の承認を得なければ前に進むこともできませんので、まずは相手の考えて 253 

いることを当然お聞きする部分もありますし、市民が求めているものに対して、 254 

行政としては、今起きていることに対しての反応を見せることが大切であろう 255 

という中で、今回３点ほど申し入れをさせていただいたということです。そこ 256 

の部分について、本来であれば民間企業であれば、行政として何か持っている 257 

のではということはあるのでしょうけれども、正直申し上げますと、そういっ 258 

た部分は含みとしてはあるかもしれませんけれども、大きく準備しているもの 259 

を持った中での交渉であったり、申し入れをしたというようなことではありま 260 

せん。 261 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 262 

（なしの声あり） 263 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 264 

（８）、産業創出促進助成金（２次募集）の審査結果についての説明を求めます。 265 

 （８）産業創出促進助成金（２次募集）の審査結果について 266 

壽崎係長 （別紙資料に基づき説明する。） 267 
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委 員 長 説明が終わりました。 268 

 質疑ございますか。 269 

（なしの声あり） 270 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 271 

 ２ その他について 272 

委 員 長 ２、その他について、委員から何かございますか。 273 

（なしの声あり） 274 

委 員 長 事務局から何かございますか。 275 

（なしの声あり） 276 

 ３ 次回委員会の日程について 277 

委 員 長 ３、次回委員会の日程については、正副委員長に一任願えますか。 278 

（異議なしの声あり） 279 

委 員 長 以上を持ちまして、第12回経済建設常任委員会を閉会いたします。 280 

閉  会 １４：２８ 281 

 282 

 283 

 284 

 285 


